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富
士
山
を
源
に
本
市
の
中
央
を
横
断
す

る
桂
川
は
、
神
奈
川
県
に
入
り
相
模
川
と

名
前
が
変
わ
り
ま
す
。
そ
の
相
模
川
水
系

の
水
が
神
奈
川
県
内
の
水
需
要
の
60
％
を

占
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。

　

本
市
と
横
浜
国
立
大
学（
鈴
木
邦
雄
学

長
）は
、
行
政
区
界
の
枠
組
み
を
越
え
た

土
地
や
資
源
、
特
に「
水
の
流
れ
」に
起
因

し
た
関
係
を
重
要
視
し
、
桂
川（
相
模
川
）

上
下
流
域
間
に
お
け
る
地
域
資
源
の
活
用

及
び
知
的
・
人
的
資
源
の
交
流
を
図
り
、

幅
広
い
分
野
で
相
互
に
協
力
す
る
こ
と
で

双
方
の
発
展
と
充
実
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
５
月
21
日
に「
包
括
連
携
協
定
」

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

周
囲
を
取
り
囲
む
美
し
い
山
々
や
残
さ

れ
た
自
然
環
境
、
さ
ら
に
は
電
力
供
給
の

不
足
に
よ
り
全
国
的
に
も
注
目
を
集
め
て

い
る
家
中
川
小
水
力
市
民
発
電
所「
元
気

く
ん
」を
有
す
る
本
市
を
連
携
協
定
先
と

し
て
選
択
し
た
横
浜
国
立
大
学
は
、
神
奈

川
県
横
浜
市
保
土
ケ
谷
区
に
本
部
を
置
く

国
立
大
学
で
、「
社
会
貢
献
」を
教
育
・
研

究
と
並
ぶ
大
学
の
使
命
と
し
て
位
置
づ

け
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
国
や
地
域
、
産
業

界
に
教
育
・
学
術
・
研
究
を
通
し
て
貢
献

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
こ
の
協
定
に
基
づ
き
、
家
中
川

小
水
力
市
民
発
電
所「
元
気
く
ん
」の
発
展

横浜国立大学と包括連携協定を締結！

的
な
利
活
用
や
更
な
る
小
水
力
発
電
の
可

能
性
の
検
証
な
ど
市
内
を
研
究
フ
ィ
ー
ル

ド
に
し
た
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
実
証
実
験
、

水
源
・
自
然
環
境
保
全
再
生
事
業
、
横
浜

市
民
や
大
学
生
を
メ
イ
ン
に
し
た
上
下
流

連
携
交
流
事
業
な
ど
、
自
然
環
境
保
全
や

地
域
活
性
化
を
目
的
と
し
た
事
業
を
相
互

協
力
の
も
と
に
展
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

包括連携協定に基づく平成24年度事業計画

１　上下流連携交流実験事業
　横浜国立大学を仲介とした横浜市旭区若葉台連合自治会と都留市との交流

２　教育交流事業
　横浜国立大学において、地域の活性化及び地域の人材育成に資するための
単位取得につながるカリキュラムを作成し、大学生が教員の指導のもと、都
留市をフィールドに地域の課題解決又は地域づくりに継続的に取り組む。

３　地球環境未来都市研究会の設立（時空間情報基盤整備事業の検討）
　横浜国立大学が設立を目指す「地球環境未来都市研究会」において、地・水・
大気・生物・人間からなる５圏の研究者を分野横断的に網羅し、かつ産学官
連携により地域と密着して実践的に取り組む。

４　スマートコミュニティ構想策定
　横浜国立大学と都留市を中心としたコンソーシアムを結成し、都留市にお
ける体系的な再生可能エネルギー利用による地域活性化プランを策定する。

５　「里地・里山・里水元気フォーラム」の開催に向けた協力
　「第28回国民文化祭・やまなし 2013」における都留市主催「里地・里山・里
水元気フォーラム」への横浜国立大学の知的資源提供

６　水源・自然環境保全再生事業の検討
　神奈川拡大流域圏の上流域住民である都留市民の役割として、下流域住民
の求める水源と自然環境の保全を掲げ、下流域住民との協働による環境保全
活動の可能性を探る。

７　その他連携協定の目的を達成するために必要な事業

■協定書に調印し、握手を交わす鈴木邦雄横浜国立大学長（左）と
　小林義光市長（右）

ヴァンフォーレ甲府サンクスデーが開催されました！

　

５
月
20
日
、
甲
府
市
の
小
瀬
ス

ポ
ー
ツ
公
園
に
お
い
て
、
ヴ
ァ
ン

フ
ォ
ー
レ
甲
府
に
よ
る
都
留
市
・
北

杜
市
合
同
の
サ
ン
ク
ス
デ
ー
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
も
良
く
、
多
く
の
サ

ポ
ー
タ
ー
が
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府

の
応
援
に
来
場
し
ま
し
た
。
こ
の
日

の
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
の
対
戦
相

手
は
、
群
馬
県
の
ザ
ス
パ
草
津
で
、

こ
ち
ら
も
多
く
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
会

場
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

本
市
か
ら
は
つ
る
ビ
ー
が
こ
の
サ

ン
ク
ス
デ
ー
に
参
加
し
、
サ
ポ
ー

タ
ー
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
熱
心
に
本

市
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
つ
る
ビ
ー
の
大
き
な
声

援
が
届
い
た
の
か
、
試
合
結
果
は
２

対
０
で
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
が
勝

利
し
ま
し
た
。

■（上）観客の声援に手を振るつるビー。
多くのサポーターに向けて、本市をＰ
Ｒしました。サポーターからは、「かわ
いい！」とお褒めの言葉をいただきまし
た。■（左）都留市サンクスデーという
ことで、中嶋教育長から都留市のおい
しい水、「熊太郎の大好物」をザスパ草
津の皆さんへプレゼントしました。

包括連携協定締結に伴う記念セミナーを開催しました！

　

５
月
21
日
、
横
浜
国
立
大
学
と
の

包
括
連
携
協
定
の
締
結
に
伴
い
、
記

念
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、「
神
奈
川
拡
大

流
域
圏
上
下
流
域
連
携
に
お
け
る
可

能
性
に
つ
い
て
」と
題
し
、
横
浜
国

立
大
学
地
域
実
践
教
育
研
究
セ
ン

タ
ー
長
・
大
学
院
都
市
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
研
究
院　

佐
土
原
聡
教
授
か

ら
、
桂
川（
相
模
川
）流
域
に
お
け
る

上
流
地
域
で
あ
る
本
市
と
、
下
流
地

域
で
あ
る
横
浜
市
に
位
置
す
る
横
浜

国
立
大
学
が
連
携
す
る
こ
と
で
、
環

境
問
題
を
は
じ
め
と
し
た
様
々
な
課

題
の
解
決
が
可
能
と
な
る
こ
と
に
つ

い
て
、
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　■（上）講師の佐土原聡教授。
客観的な統計データから、流
域に関わるいろんな課題をご
説明いただきました。■（左）
当日の様子。非常に多くの方
が参加しました。
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